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な
れ
ど
も
、
近
視
へ
は
悲
し
、
紋
付
の
衣
類
な
ど
を
日
ム一
4
4ん
一
品
し
。

か
ゃ
う
の
時
と
ら
す
れ
ば
、
mau
飴
陀
微
し
鄭
有
有
事
也
。
然
れ
ば
乎

足
に
も
成
ベ
き
俄
也
。
第
一
近
代
武
術
夜
へ
て
、
大
小
名
諸
家
中
陀

至
り
て
も
、
遊
山
玩
水
に
長
じ
、
酒
色
に
溺
れ
身
に
絞
殺
錦
繍
を
ま

と
ひ
て
、
祭
主
ヰ
と
し
て
遊
惑
を
の
み
第
一
と
し
て
、
武
士
の
な
ら

を
と
ら
す
る
背
中
は
、
第
一
共
武
功
を
馬
前
に
あ
ら
は
す
を
賞
美
し
て

の
都
也
。
然
れ
ば
鰍
士
も
外
桜
花
居
る
も
の
共
迄
も
、
予
を
見
知
る

た
め
の
事
也
。
殊
陀
雨
呑
の
も
の
ど
も
、
田
町
々
陀
し
て
我
手
足
同
意

を
、
集
と
す
る
杯
と
被
存
事
も
可
有
な
れ
ど
も
、
左
様
の
事
に
て
な

し
。
治
世
陀
飢
を
忘
れ
ざ
る
は
鷹
山
判
・猪
狩
也
。
如
何
と
な
れ
ば
、
人

数
っ
か
ひ
究
ゆ
る
事
は
、
犬
小
の
人
数
に
よ
る
べ
か
ら
宇
。
叉
諸
士

弓
・帥
同
地
を
射
さ
せ
打
す
る
事
有
v
功
。
ま
た
未
熟
E
Mm
て
金
銀
衣
類

可
概
小
設

時
廿
刈

の
犬
陀
超
巾
候
曲
。

て
龍
谷
和
泉
守
問
書
之
内
抜
世
間

車
保
イ
九
年
叩
官
民

4
n八
羽

1
2

上
級
泣
谷
和
泉
守
酬
明
御
側
近

t
被
潟
召
上
意
陀
は
、
大
納
言
般
に

は
諏
胤
緋
の
事
は
、
身
の
働
き
努
品
川
ベ
宮
口
開
也
。
4

ん
古
来
よ
り
有
来

猿
祭
陀
て
も
、
被
用
過
れ
ば
叉
径
た
し
。
然
ど
も
折
陀
ふ
れ
て
は
、

有
川
敷
併
に
て
も
な
し

.4
ん
の
事
也
。
予
が
酬
間
野
・猪
狩
を
設
と
す
る

都
也
。
予
天
下
の
道
統
を
総
て
片
時
も
忘
れ
歩
、
年
低

K
老
陀
及
と

い
へ
ど
も
い
ま
だ
筑
力
不
表
、
鰍
民
の
困
却
を
意
に
掛
て
、
師
に
早
ト

和
に
及
ぶ
。
倹
約
又
は
諸
事
の
授
な
き
を
私
陀
せ
歩
、
行
A

天
下
の

ベ
き
事
、
診
を
返
す
が
如
〈
成
ペ
し
。
忠
臣
は
身
を
拾
て
諜
争
し
て
、

家
を
立
て
主
を
守
る
の
法
也
。
安
う
し
て
般
を
食
て
、
共
職
分
を
忘
る

t
A

は
武
士
に
あ
ら
一
宇
、
恥
し
き
都
の
甚
也
。
其
家
臣
頭
取
可
a
心
得
-

れ
ん
と
思
ふ
ペ
し
。
然
る
を
主
人
慰
と
迄
存
や
る
は
、
心
得
注
陀

τ上

下
和
せ
字
、
ヰ
要
の
時
何
の

m
k立
ペ
音
放
。
然
ば
明
細
毘
水
魚
の
心

な
く
、
間
傾
宮
家
殆
か
る
べ
し
、
可
恨
の
第
一
也
。
家
陀
諜
子
主
〈

閑
に
良
臣
な
き
は
、
共
主
の
恐
昧
肝
す
る
に
た
ら
宇
。
関
家
荒
廃
す

は
し
少
も
な
〈
、
公
家
侍
か
町
人
杯
の
如
〈
柔
弱
陀
成
楽
し
事
は
、

上
に
武
備
な
き
故
也
。
賞
代
に
至
り
て
漸
々
旗
本
の
風
儀
も
、
少
は

見
能
成
し
事
か
。
い
か
め
し
き
事
な
れ
ど
も
、
予
が
武
功
を
好
み
、
倹

約
を
用
ひ
無
用
の
政
な
〈
、
不
及
な
が
ら
出
向
政
廉
直
を
施
さ
ん
と
欲

す
る
故
に
、
川
正
に
朝
日
ひ
、
閤
L
R

路
大
名
並
時
代
の
大
小
名
迄
も
、
的

閣
の
節
は
紙
野
・獄
狩
な
ど
あ
る
よ
し
。
皆
人
数
を
使
ひ
賭
士
を
憤

け、

剛
際
を
も
試
る
な
る
べ
し
。
さ
な
〈
て
は
慰
陀
副
首
多
〈
、
民
の

闘
第
た
る
べ
し
。
召
使
ふ
務
士
も
、
此
時
武
道
を
主
人
の
見
参
陀
入
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